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１．背景・目的 

パーソントリップ調査では，鉄道とバスを乗り継ぐトリ

ップの代表交通手段は鉄道となり，バスは端末交通手段と

して扱われるが，鉄道ネットワークの密度が低い地域では，

乗り継ぎ経路においてバスが長距離使われる場合がある．

代表交通手段が鉄道であるＯＤ交通量を鉄道と端末バスの

ネットワークに配分すると，そのようなバスが長距離使わ

れる経路には配分されず，バスの需要を正確に推計するこ

とができない．一方，この問題に対し，ネスティッドロジッ

トモデルにより鉄道の経路と端末交通手段を一体的に決定

する手法も存在するが，作業量が膨大になるという課題が

ある． 

本研究は，四段階推計法の交通手段分担段階から配分段

階にかけて，鉄道とバスのＯＤ交通量を分担せず，鉄道とバ

スを合わせたネットワークに配分することにより，上記の

問題に対処することができるかどうかを検討するものであ

る． 

 

２．研究概要 

(1) 研究対象のＯＤペア 

 東京都江東区内の全ＯＤペア，及び，東京都江東区と総武

線・東海道線・宇都宮線等の沿線地域を結ぶＯＤペアのうち，

鉄道バス乗継経路のトリップ数が多いＯＤペアを対象とす

る．江東区を選定した理由は，江東区には鉄道が南北方向に

整備されていない地域が存在し，南北移動に関して，バスが

主要な交通手段として利用されていると考えるからである． 

(2) ゾーン設定 

 ゾーンサイズについて，江東区は小ゾーンを基本とし，そ

の一部のゾーンは駅・バス路線に合わせて細分化する．さい

たま市・横浜市は大ゾーン，千葉市は中ゾーン，それ以外の

対象ゾーンは，計画基本ゾーンとする． 

(3) 研究方法 

 四段階推計法の交通手段分担段階と配分段階に着目して，

新たな手法（一体配分手法）を提案する． 

「一体配分手法」 

鉄道とバスの OD を合算し，その OD を鉄道ネットワーク

とバスネットワークを繋げた公共交通ネットワークに配分

する（図１）． 

 

 

 

 

 

「比較対象手法」 

一体配分手法による推計結果の精度を評価するため，鉄

道ＯＤとバスＯＤをそれぞれ独立に配分する手法（比較対

象手法）でも推計を行う（図２）． 

鉄道ＯＤは公共交通ネットワークに配分し，バスＯＤは

バスのみのネットワークに配分する．この手法では一体配

分手法と同様にバスが長距離使われる乗継経路に配分され

るが，鉄道ＯＤがバスのみの経路に配分される可能性があ

る． 

精度評価の基準となるリンク別の交通量（比較基準値）は，

第五回東京都市圏パーソントリップ調査（2008 年）のデー

タを経路別に特別集計し経路に割り付けリンクごとに集計

したものである．  

以上の２つの手法について推計結果と比較基準値の誤差

を比較する． 

 

 

図１．一体配分手法 

 

 

図２．比較対象手法 
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 (4) 使用するソフト・データ 

ソフトウェアでは ArcGIS と交通需要解析ソフトである

JICA STRADAを使用する．データは国土数値情報の鉄道駅，

鉄道ルート，バス停，バスルートを使用する． 

(5) JICA STRADAの公共交通配分の方法 

経路ごとに一般化費用(分単位)を算定し，徒歩リンクを

含む公共交通ルートの中の一般化費用が小さな複数の経路

に配分している． 

(6) JICA STRADAの経路別分担率の算定方法 

𝑃𝑖 =
𝑒−𝐶𝑖

∑ 𝑒−𝐶𝑘𝐾
𝑖=1

 

Ci:経路iの一般化費用 

(7) 一般化費用の算定方法 

𝐶𝑜𝑠𝑡𝑚 = 𝑇1 ∗ 𝑀𝑚，1 + 𝑇2 ∗ 𝑀𝑚，2 +⋯+ 𝑇7 ∗ 𝑀𝑚，7 

𝐶𝑜𝑠𝑡𝑚:モードｍの一般化費用 

Ti:コスト要素iの値 

Mm，i:一般化費用換算係数 

コスト要素は以下の７種類である． 

①歩行時間②待ち時間③乗降時間④料金⑤旅行時間⑥乗換

時間⑦不快性 

 本研究では．既往論文 1)より以下の表の係数を設定した．

料金については，先行研究で使用された値を設定した． 

 

表1．一般化費用係数一覧 

 

 

３．結果 

 まず，鉄道とバスの路線別の乗車人数の推計結果と比較

基準値の相関係数は，一体配分手法で 0.93，比較対象手法

で0.93となった．分析対象路線は，東22・業10・都07・

錦18・錦13・門33・都営新宿線・中央総武線・東西線・有

楽町線である． 

 都07・錦18系統について，JICA STRADAで算出された推

計結果と比較基準値を比較した結果を図３と図４に示す．一

体配分手法・比較対象手法の推計結果と比較基準値の平均

二乗誤差を見ると，一体配分手法で138となり，比較対象手

法で255となった． 

 

 

 

 

 

 

 

図３．一体配分手法の推計結果 

 

図４．比較対象手法の推計結果 

 

４．まとめと今後の展開 

 本研究では，鉄道ＯＤとバスＯＤを合算して鉄道とバス

の統合ネットワークに配分し，その推計結果と比較対象手

法の推計結果の精度比較を行った．今回の結果では，一体配

分手法の推計結果と比較対象手法の推計結果が同程度の精

度となった． 従って，配分時に鉄道とバスを分ける必要性

は低いと言える．  

今後，以下のような展開が考えられる． 

① 端末交通手段のバスの交通量を捉えるために，交通手

段分担段階で別途に駅端末バスＯＤを作成し，それを

バスネットワークに配分する手法とも比較する． 

② 非集計ロジットモデル等による経路選択モデルで鉄道

時間・バス時間・徒歩時間などのパラメータを独自に推

定し，それを用いて一般化費用を算定し配分を行う． 

③ 機関分担段階から鉄道とバスに分けた場合と分けない

場合での推計値の精度比較を行う． 
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電車旅行時間 1.4 待ち時間 1.0
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歩行時間 2.4 不快性 0

料金 0.02(分/円)
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